
 

 

 

 

 

 

 

 前期の終了・後期が始まります    

今年の夏も暑くなり、雨の量が少なかっ

た印象です。列島を縦断した台風１４号

の影響も最小限に留まり、農作物はこの

まま豊作が期待できそうです。 

さて、今月１日に修学旅行から帰って

きた６年生は、その週末から新型コロナ

ウイルスに複数名感染し、学級閉鎖措置

を行いました。閉鎖明けも、療養期間や濃

厚接触者の待機期間が重なり欠席するお

子さんがいたため、タブレットで家庭と

学校を繋いでリモート授業を行っていま

す。写真は、閉鎖明けの１時間目で、テレビに各家庭で勉強をしている子供たちの顔

が映っています。６年生に限らず、新型コロナウイルス等で長期欠席をする児童に対

しては、適宜取り入れている方法です。元気でも家から出られない子に対して、学習

の遅れを出さないように、今後も適時行っていきます。（しかし、本来はこのような

緊急措置を使わないに越したことはありません。この度は子供たち、各ご家庭、また

関係者の皆様にご迷惑をおかけして申し訳ございませんでした。） 

ところで、今年度は２学期制となり２年目で、やっと秋休みが当初の計画通り４日

間（１０／７～１０）取れることになりました。昨年はオリンピックのために祝日の

移動があり、変則的だったのです。今年度以降は、スポーツの日を含めた三連休に平

日を１日付け足した４日間で定着すると考えています。この平日は、例年「食育の日」

と決まっていたので、以前よりも確実に１回食育の日を減らすことのできるメリット

があります。 

そして、後期が始まると早いもので、次の週の土曜日（２２日）には学習発表会の

開催が予定されています。各学年とも既に音楽や体育で今年の演目を練習していて、

校長室にいても日を追う毎に器楽合奏が上手になっていくのがわかります。 

最後に、現時点での学習発表会の感染症対策についての見解を書かせていただきます。

保留にしていた観客の人数制限については、家族・親戚であれば人数制限をしない方向

で検討しています。 

 

① 観客は椅子席・ギャラリーに距離を空けて座る。（人数制限はかけない） 

② 子供たちは、マウスシールドを基本として劇や合唱を行う。 

③ 係等が密にならないように、会場内はある程度明るくしておく。 

④ 定期的に窓や入り口を開け、換気を図る（服装で寒さを調節して下さい）。 

 

たくさんの保護者の皆様のお越しを、お待ちしております。 
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６年生にとっては、小学校で最大のイベントとなる『修学旅行』が今年も行われました。 

行程は、１日目が『登別マリンパークニクス』で水族館を見学し、ニセコの尻別川で『ラ

フティング』を体験しました。２日目は、朝から『ルスツリゾート』で班活動をして、た

くさんの乗り物に乗っていました。 

１日目はあいにくの雨で、マリンパークではペンギンの行進の時には傘を差しながら見

学をしましたが、ペンギンの行進以外はほとんどニクス城の中にいたので大丈夫でした。

タッチプールやイルカショーもあり、子供たちの目を楽しませてくれました。 

ラフティングの時にもポツポツと降っていたのですが、ドライスーツを着ているので気

になりませんでした。船に乗っている７キロの行程には緩急があり、緩やかなところでは

川に飛び込む許可が出て、大部分の子が率先して船から落ちていきました。流れが急なと

ころでは身体が前後左右に揺り動かされ、大迫力の川下りとなりました。 

ルスツでは、ジェットコースター系が得意な子と苦手な子に分かれ、次々とアトラクシ

ョンに挑戦する姿が見られました。最後の方で雨が降ってきましたが、それまでに十分に

乗ることができ、大満足の遊園地となりました。 

ちなみに、帰りのバスの中で担任が一番楽しかったことを聞いてみると、ラフティング

が１位となりました。自然の迫力には敵わないということなのでしょうね。 

保護者の皆様には、子供たちの送り迎えをしていただき、ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月下旬からおおよそ３週間にわたり、新十津

川小学校の上口優香栄養教諭をお招きして、全学

年に食の指導をしてい

ただきました。内容は

学年毎に考えられてい

て、ねらいも「好き嫌い

を無くそう」、「食べ物を栄養素で分けよう」、「バラ

ンスの取れた献立を考えよう」等、発達段階に即し

たものでした。教材の準備もすばらしく、食を見つ

め直すきっかけとなりました。  

 

 

 

 

 

 

 

≪日が暮れるのが早くなりました≫ 

  朝晩はすっかり涼しくなり、本当に秋らしい季節になってきました。 

日没も早くなってきましたので、放課後の過ごし方には十分気をつけましょう。 

外出時間を守りましょう⇒１０月から帰宅時刻は午後５時です。 

  外出する時は、行き先・一緒に遊ぶ人・帰宅時刻を家の人に知らせましょう。 

 



 

 

今年度から二学期制が始まり、

前期も残りわずかとなりました。  

１０月より後期が始まるのに先

立ち、９月９日（金）に後期児童会

役員の立会演説会並びに投票が行

われました。今回は、定数５名のと

ころ立候補者は６名で、会長以外は信任投票となりました。  

ところが、修学旅行後の６年生に複数の感染者が現れ学級閉鎖にしたことから、

閉鎖明けも各行事を調整し、この立会演説会も１日延ばした上でリモートにより

行われました。当日も立候補者や責任者に欠席する子が見込まれましたが、役員

が決まるとすぐに学習発表会の仕事が控えていたため、実施した次第です。  

立候補者、責任者は、それぞれ慣れないカ

メラの前でも堂々と演説を披露していまし

た。有権者は演説を真剣に聴き、後期雨竜

小学校の顔になって欲しい立候補者に投票

していました。開票の結果、左記の通り後

期の学校の顔となる５名の新役員が決定し

ました。  

 

 

 

 ６月に田植えをした稲が立派に実り、台風一過の２０日

に４～６年生が稲刈り体験をしました。 

６年生は、ＪＡきたそらち青年部雨竜支部の皆様のご協

力を得て、「田んぼDEアート」の稲刈りを行いました。も

はや恒例となったＢＢも駆けつけてくれて、自分たちが植

えた『ＢＩＧ』の文字を刈り取りました。新庄監督をあし

らったデザインは、期間中、雨竜町を訪れる旅行者の皆さ

ん等多くの方の目を楽しませてくれました。 

 また、４･５年生の稲刈りでは、再び田中学園の３年生が

やって来て、一緒に稲刈りを行いました。ＰＴＡ生活部長

小川さんのご指導のもと、一株一株を丁寧に鎌で刈り取っ

ていきました。田中賢

介理事長も来町し、鎌

を持って初体験に臨

んでいました。その後

５年生は、刈り取った稲のはさ掛け体験をし、１週間後に

脱穀を行いました。収穫したお米は、１２月の参観日の際

に販売する予定です。  

種まき・田植えに始まり、稲刈り体験までのご協力をい

ただいたＪＡきたそらち青年部・ＰＴＡ生活部の皆様、心より感謝申し上げます。本当にあり

がとうございました。来年度の活動においてもお力添えの程よろしくお願いいたします。 

□■後期児童会役員紹介■□ 

会 長 布川 丈一郎さん（６年） 

副会長 大山 結愛さん（６年） 

     小山 芽依さん（５年） 

書 記 高木 心彩さん（６年） 

     宮武  蒼さん（５年） 



２０日（木） 係打合せ（放課後） 

２１日（金） 外国語活動 

       学習発表会前日準備 

２２日（土） 学習発表会保護者公開日 

２４日（月） 振替休業 

２５日（火） 後片付け 

２８日（金） 外国語活動 自転車通学終了 

       「書」で交流プロジェクト 

３１日（月） 外国語活動 諸費引去日 

       教育委員学校訪問 

 

 

３日（月） 外国語活動 相談週間～13 日 

           小中連携の日 

      学習発表会特別時間割開始 

４日（火） 全校朝会（任命式） 

６日（木） 前期終業式 短縮日課 

７～１０日 秋休み 

１１日（火） 後期始業式 

１２日（水） 短縮日課  

交通安全あいさつ運動～14 日  

１３日（木） 児童総会 係打合せ（放課後） 

１４日（金） 外国語活動 

１７日（月） 外国語活動 

１９日（水） 学習発表会児童公開 反省会 

短縮日課  

 
 

 

稲刈りが終わったあと、田中学園の３年生と本校の３年生とで交流を行いました。 

今まで、４，５年生とは田植え・稲刈り、６年生とはパークゴルフで交流してきましたが、

３年生同士の顔合わせは初めてでした。 

体育館に集まり、給食準備前に自己紹介をしました。同

学年ということで、緊張もすぐにほぐれた様子です。給食

中会話はできませんでしたが、食べ終わった後はまたおし

ゃべりを楽しんでいました。実は、田中学園では給食が提

供できないため、雨竜で給食を食べることを楽しみにして

いたそうです。美味しかったと、感想を言ってくれました。 

その後、しっぽ取りゲームで盛り上がり、惜しまれなが

ら帰って行きました。次の交流は、来年度の予定です。 

 

 

 

９月２日（金）、３年生が育てたメロンを収穫しました。今回も、メロン部会の谷本さん、

橋本さん、宮武さん、須見さんに教えていただき、１つ１つ丁寧に収穫することができま

した。今年は天候にも恵まれ大豊作の年となり、１０６個も収穫し、成長が若い物と大き

くなりすぎた物を除いても７０個以上になりました。 

６日（火）には、追熟したメロンを試食。メロン部会の方が用意してくれた糖度計で、各

班のメロンの甘みを調べると、今年も流通している暑寒メロンと同等かそれより高い数値

が出ました。商品に並べても遜色ない甘さのメロンに、みんな笑顔いっぱいでした。 

  

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 


